






The Circumstances of Non-fiction Writing
 in Japan After the 1980＇s
Toru Takeda
Abstract
The Japanese society after the 1980＇s became very complex and totally impossible 
for conventional non-fiction authors to work on. In order to fill in this gap, novelists 
and university researchers began to produce reports. In this thesis, an attempt is 
made to discuss such trials which can be referred to as‘literary journalism＇, by re-
ferring to the works by Yasuo Tanaka, which captures the growth of the consumer 
society, and ＂mobile phone novels＂ which are a collection of stories about those 
who are at the bottom of the social strata from their own point of views. Also, this 
thesis takes into considerations what has been achieved by‘academic journalism＇, 
referring to the works by Furuichi Noritoshi who argues about the increasing tenden-
cy of mutual dependencies among the younger generation, and finally by Hiroshi 
Kainuma who addresses the issues of internal colonization found especially charac-
teristic in the nuclear power plant areas.
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いが『活火山の下』のこの部分の原語は　the crystalline and fecund fountains 


















































































































































































































































“PHS”には P メールと P メール DX という機能がある。
P メールとはカタカナを15文字前後送る事が出来る機能で，
P メール DX とは今の携帯電話のように長いメールを送る事ができる機
能だ。






































































































































































































2 － 3 　相互承認と内地植民地化
「アカデミック・ジャーナリズム」はこの後も変化する社会の実相に迫り
続ける。たとえば古市憲寿は『希望難民ご一行様』で世界平和の実現を目指
してピースボートに乗る若者たちを対象に参与観察調査を行い，同乗する仲
間と相互に認め合う承認を経て平和実現の理念を忘れてしまうプロセスを浮
き彫りにする。この相互承認の構図も「防御反応としての群生体化」の変種
だろう。次作『絶望の国の幸福な若者たち』では，相互依存の共同性が葛藤
や理念を冷却してゆくプロセスが，ピースボート乗船者を超えて社会的に広
く存在していることが確かめられる。そこで古市が駆使する武器のひとつが
佐藤と同じく統計分析だ。たとえば内閣府の2010年の意識調査で二十代男子
の65. 9％，同女子の75. 2％が現在の生活に満足していると答えている。こ
うして統計的にはかつてないほどに自分は満ち足りている，幸福だと感じて
いるらしい若者世代が，しかし，同じ調査で「生活の中で悩みや不安がある
か」と尋ねられると63％が YES と答える。幸福にして不安，この矛盾した
心理を説明する概念も相互承認であり，悩みはあるのだが，とりあえず誰か
と繋がっていられれば幸福に感じる。こうした刹那的な幸福感の中で，未来
に予測される困難や，現状の問題の解決は先送りされ続け，階級差や疎外状
況が固定される事情を，多くの統計資料を駆使し，また社会学者たちの先行
研究を縦横に利用しつつ古市は浮き彫りにしてゆく。こうした仕事が評価さ
れ，古市はテレビメディアでもコメントする機会が増えている。
古市と同じく東大で社会学を学ぶ開沼博も「アカデミック・ジャーナリズ
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ム」と呼ばれるにふさわしい仕事を続けている。原発事故が起きる直前の福
島の原発立地地元，つまり地方の原子力ムラでフィールドワーク調査をした
彼の修士論文は改訂されて『フクシマ論』として刊行された。そこでは農林
漁業を中心に自給自足的に成立してきたムラ，つまり，それ自体独立してき
たムラが，戦時下において国家の総動員体制に組み込まれ，戦後もその服従
関係を続ける様子が描かれる。中央の都市で処理できない問題は，戦争中の
ように外部の植民地に受け入れさせることもできなくなり，結局，地方のム
ラがその引き受け先として動員される。ムラから労働力が搾取され，ムラは
各種の汚れ仕事の受け入れ先となる。とはいえ，こうした動きは強制による
ものではない。「その背景にあったのは，成長を望むムラの欲望に他ならな
い。中央から示される開発の計画，他のムラと自身のムラとの比較，マスメ
ディアが映し出す成長の華やかさ，そういったものがムラの欲望を支えてい
った」（開沼2011；325）。そこにもまた生権力の作動を見ることが出来るだ
ろう。こうして原発が地方に偏在することになるプロセスを，長期間に及ぶ
丁寧な聞き取り調査と，ポストコロニアリズム研究で確立されてきた分析枠
組を利用して明らかにした仕事は，既存ジャーナリズムの原発記事とは比べ
物にならない骨太の調査報告として話題を呼んだ。
こうした「アカデミック・ジャーナリズム」の台頭は，失くしたものを蘇
らせる。かつて筑摩版『世界ノンフィクション全集』がその編集過程におい
て，たとえばレオポルド・インフェルト『神々の愛でし人』が担っていた豊
かな科学的分析を捨象し，それが結果的に日本の「ノンフィクション」を文
芸的な性格に偏らせた経緯を筆者は示した（武田2011：15f）。最近の「アカ
デミック・ジャーナリズム」はそこで置き去りにされた科学的分析を再びジ
ャーナリズムに取り戻そうとしているかのようだ。『漂白される社会』（開沼
2013）で開沼は自分の仕事について書いている。「本書の内容は私が
二〇〇〇年代の後半から現在までに，ライターとして活動しながら続けた，
様々な『周縁的な存在』を対象としたフィールドワークに基いて展開されて
いる。本書で扱うようなテーマは，ジャーナリズムで扱われるべきもののよ
うにも思えるだろう。しかし一方には，産業として縮小し，新たな形を模索
しながらも，小さからぬ機能不全な顕在化しつつあるジャーナリズムがあ
り，他方ではやはり，大学という制度自体の変革を求められながら，瑣末な
テーマや世間の関心から距離のあるテーマばかりを追いがちになりつつある
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アカデミズムがある。そのなかで，両者の『橋渡し』を行い，学問的方法論
をジャーナリスティックな対象に適用する必要性が高まっていると私は考え
る」（ibid. 2013：6 ）
この言葉に，戸坂潤が1931年の『思想』に書いていた内容を想起せずには
いられない。アカデミズムが皮相化しがちなジャーナリズムを基本的な労作
に向かせ，逆にジャーナリズムは停滞に陥ろうとするアカデミーを刺激して
時代への関心に引き込む（cf. 戸坂1966：150）。そんな両者の関係が得られ
ることで，硬直した「ノンフィクション」が再び活性化され，新しい調査と
表現の地平を開いてゆくことに期待したい。
注
1 ）文藝賞受賞時。単行本刊行時には442個に増えている。
2）逆に言えば70年代的な枠組みでは田中の評価もできなかった。加藤2013には古い
枠組みで田中を批判しようとする津村喬の批評が取り上げられている。
3）たとえば緻密な取材をもとに小説を描く高村薫のような作家も登場したが，ここ
ではそれとは別の新しい動向として真鍋昌平『闇金ウシジマ君』などコミックに
も注目しておきたい。難波功士は同コミックを社会の成り立ちを学ぶ格好のテキ
ストと考え，『社会学ウシジマくん』（2013，人文書院）を刊行している。現実を
「調べ，報じる」と社会的にオーソライズされたメディアは硬直化を来し，新し
い社会の動向に追随不能となる。その結果，ノンフィクションからフィクション
へ，文字媒体からコミックへと新しい現実を報じるメディアは常に横滑りしてゆ
く。そんなプロセスが2000年代半ばに本文で議論されるケータイ小説に至ったと
いう説明も可能だろう。
4）哲学者・東浩紀はライトノベルに現実を描写するリアリズムを見ており，「ゲー
ム的リアリズム」として概念化している。
5）佐藤郁哉は著書『フィールドワーク』（1992，新曜社）でクレッシー，ゾーボーの
作品を「良質のルポルタージュと比べても遜色が無い」と評している。
6）ここでは大学研究者がジャーナリズムの領域で仕事を行うこととして「アカデミ
ック・ジャーナリズム」を考えているが，逆の方向もある。たとえば山根一真の
『変体少女文字の研究』（1985，文藝春秋）はアカデミズムでも通用する定性調査
と定量調査を立体的に組み合わせる方法を駆使し，若い世代の動向を浮き彫りに
した。こうしたジャーナリズムからアカデミズムへの接近も「アカデミック・ジ
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ャーナリズム」のもうひとつの側面としてある。
7）本論執筆に際して『不平等社会日本』の担当編集者にヒアリングをしている。彼
はフィールドワークを踏まえる宮台の仕事に「現実と切り結ばない学者」「上か
ら目線で規範的な評論家」に対する批判意識を感じて共感し，宮台が共著者代表
を務めた『ポップコミュニケーション全書』（1992, PARCO 出版）を読んでそこ
に寄稿されていた佐藤の論文にも興味を覚えて執筆依頼に至ったという。彼自身
「アカデミシャンにはなるべくやわらかく，（ジャーナリスティックに），逆に市
井のライターには，なるべく精緻な手続きを踏んで学者・評論家の世界にも通じ
る言葉の本をつくること」を編集作業上のモットーとしていると述べており，「ア
カデミック・ジャーナリズム」が出版社サイドでも求められていた事情を窺わせ
る。
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